
三
　
鉄
道
の

開
通

鉄
道
建
設
の

開
始

鉄
道
の

建
設
を
政
府
の

手
に
よ
っ

て

行
う
こ

と
が
正
式
に

決
定
さ
れ
た
の

は
、

明
治
二

年
十
一

月
十
日（
一

八
六
九
年
十
二
月

十
二
日

）
の

こ

と
で

あ
る
。

東
京
か
ら
京
都
・

大
阪
を
へ

て

兵
庫
ま
で
、

鉄
道
を
敷
設
す
る
こ

と
も
、

同
時
に

決
定
さ
れ
た

が
、

路
線
を
東
海
道
経
由
に

す
る
か
、

中
山
道
経
由
に

す
る
か
は
、

軍
事
上
の

問
題
も
考
慮
さ
れ
て
、

決
定
に

至
ら
な
い
。

そ
こ

で
、

ま
ず
距
離
も

近
く
、

地
形
も
平
坦
で
、

建
設
が
容
易
と
考
え
ら
れ
た
東
京
―
横
浜
の

間
に

鉄
道
を
開
設
す
る
こ

と
が
、

決
定
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

建
設
の

た
め
の

資
金
は
、

イ
ギ
リ
ス

東
洋
銀
行
を
通
じ
て
、

三
十
万
ポ
ン

ド
の

外
債
が
ロ

ン

ド

ン

で

募
集
さ
れ
た
。

工

事
を
進
め
る
た
め
に
は
、

エ

ド
モ

ン

ド
・

モ

レ

ル

を
は
じ
め
、

多
数
の

技

術
者
が
イ
ギ
リ
ス

か
ら
招
か
れ
た
。

そ
う
し
た
「
お
雇
い

外
国
人
」
の

指
導
者
の

も
と
に
、

鉄
道

工
事
は
明
治
三
年
三
月
（
一

八
七
〇
年
四
月
）
か
ら
始
め
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

東
京
の

起
点
は
汐
留
、

横
浜
の

終
点
は
野
毛
浦
の

埋
立
地
と
定
め
ら
れ
た
。

汐
留
か
ら
は
、

品

川
を
へ

て

六
郷
川
を
渡
り
、

い

ま
の

神
奈
川
県
に

入
る
。

六
郷
川
に

は
長
さ
六
十
三
間
（
約
百
十

四
㍍
）
の

橋
梁
（
木
橋
）
を
架
し
、

川
崎
を
へ

て

鶴
見
川
を
渡
り
、

鶴
見
か
ら
は
生
麦
、

子
安
を
へ

て

神
奈
川
台
に

達
す
る
。

神
奈
川
か

ら
横
浜
に

至
る
線
路
予
定
地
は
、

そ
の

こ

ろ
海
が
入
り
こ

ん

で
い

て
、

渡
船
で

往
来
し
て

い

た
。

こ

の

間
の

測
量
は
、

モ

レ

ル

の

指
導
の

も
と
に
、

明
治
三
年

四
月
三
日
（
一

八
七
〇
年
五
月
三
日

）
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

そ
し
て

野
毛
台
地
に

迫
る
海
岸
は
、

石

乗車券のかたちをしたモレルの墓
横浜・山手外人墓地
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崎
（
現
在

高
島
町
）
ま
で

埋
め
立
て
、

そ
の

先
は
入
江
の

な
か
に

突
堤
を
つ

く
っ

て
、

青
木
町
に

達
す
る
、

と
い

う
計
画
が
立
て

ら
れ
た
。

こ
の

工

事
は
、

告
示
に

よ
っ

て

民
間
か
ら
募
集
し
た
が
、

こ

れ
に

応
じ
て
、

予
定
の

期
間
内
（
百
三
十
五
日
間
）
に

完
成
さ
せ
た
の

が
、

高
島
嘉
右
衛
門
で

あ

っ

た
。

よ
っ

て
石
崎
か
ら
先
の

神
奈
川
築
堤
の

あ
た
り
は
、

高
島
町
と
名
づ
け
ら
れ
た
の

で

あ
っ

た
。

線
路
の

建
設
工
事
は
、

横
浜
と
東
京
と
の

双
方
か
ら
始
め
ら
れ
た
。

横
浜
側
の

工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
の

は
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
八
月
で

あ

る
。

六
郷
川
の

橋
梁
工
事
も
完
成
し
た
。

そ
し
て

明
治
四
年
九
月
二

日
（
一

八
七
一

年
十
月
十
五
日

）、

横
浜
停
車
場
の

本
屋
が

落
成
し

た
。

石
造
の

二
階
建
て

で

あ
り
、

わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の

鉄
道
駅
で

あ
っ

た
。

こ

の

建
物
は
、

一

九
二
三
（
大
正
十
二

）
年
の

関
東
大
震
災
に

よ
っ

て

焼
失
し

て
い

る
。

な
お
汐
留
停
車
場
も
、

横
浜
と
同
じ
く
石
造
で

あ
っ

た
が
、

中
間
の

停
車
場
は
木
造
と
さ
れ
た
。

そ
の

こ

ろ
京
浜
地
帯
に
は
煉
瓦
を
製
す

る
者
な
く
、

沿
線
に

良
質
の

粘
土
も
な
か
っ

た
。

そ
こ

で

全
線
に

煉
瓦
を
用
い

る
こ

と
な
く
、

も
っ

ぱ
ら
石
材
を
用
い

た
。

石
材
は
主
と
し
て

真
鶴

の

石
山
か
ら
調
達
し
た
。

鉄
道
仮
開
業

東
京
―
横
浜
の

鉄
道
工
事
の

う
ち
、

ま
ず
完
成
し
た
の

は
、

品
川
―
横
浜
の

間
（
二
十
三
・

八

㌖
）
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で

正
式
の

開
業
に

さ
き
だ
ち
、

明
治
五
年
五
月
七
日
（
一

八
七
二

年
六
月
十
二
日

）
か
ら
、

こ

の

区
間
で

「
試
験
の

た
め
運
輸
開
業
」
す
な
わ

ち
仮
開
業
を
行
う
こ
と
に

な
っ

た
。

仮
開
業
の

当
日
、

品
川
か
ら
横
浜
ま
で
、

一

日
二

往
復
の

汽
車
が
走
っ

た
。

途
中
に

駅
は
な
い

か

ら
、

両
駅
の

間
は
直
通
、

所
要
時
間
は
三
十
五

分
で

あ
っ

た
。

時
速
お
よ
そ
四
十

㌖
で

あ
っ

た
が
、

当
時
の

目
に
は
「
あ
た
か
も
人
間
に

羽
翼
を
付
し
て

空
天
を
翔
け
る
に

似
た
り
」（『
横
浜
毎
日

新
聞
』
明
治
五
年
六
月
十
日
付
）
と
う
つ

っ

た
よ
う
で

あ
る
。

乗
車
賃
銀
は
、

上
等
一

円
五
十
銭
、

中
等
一

円
、

下
等
五
十
銭
で

あ
り
、

当
時
の

物
価

か
ら
み
れ
ば
、

驚
く
ば
か
り
の

高
額
で

あ
っ

た
。

な
お
翌
日
か
ら
、

汽
車
は
一

日
六
往
復
と
な
る
。

こ

え
て

六
月
五
日（
七
月
十
日

）に
は
、

神
奈
川
と
川
崎
の

両
駅
が
開
か
れ
た
。

こ

の

と
き
の

神
奈
川
駅
は
、

現
在
の

横
浜
駅
の

北
方
、

東
京
寄
り
の

位
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置
に

設
け
ら
れ
て
い

る
。

そ
し
て

両
駅
の

開
業
と
と
も
に
、

乗
車
賃
も
大
幅
に

値
下
げ
さ
れ
た
。

横
浜
か
ら
の

運
賃
お
よ
び
運
行
時
刻
は
、

別
表
の

通
り

で

あ
る
。

ま
た
七
月
八
日
か
ら
は
、

汽
車
も
一

日
二

往
復
が
増
発
と
な
っ

た
。

乗
客
が
お
い

お
い

増
加
し
た
た
め
、

と
当
時
の

記
録
は
述
べ

て
い

る
。

七
月
十
二
日
に
は
、

天
皇
が
初
め
て

汽
車
に

乗
っ

た
。

中
国
巡
幸
か
ら
海
路
に
よ
っ

て

帰
途
に
つ

い

た
が
、

暴
風
に

あ
っ

て

大
し
け
と
な
っ

た
た

め
、

横
浜
に
上
陸
し
て
、

品
川
ま
で

汽
車
を
利
用
し
た
わ
け
で

あ
る
。

こ

れ
が
「
お

召
し
列
車
」
の

最
初
で

あ
っ

た
。

こ

の

間
に

も
、

品
川
―
新
橋
の

建
設
工

事
は
進
み
、

八
月
に
は
完
成
す
る
。

さ
き
に

設
け
ら
れ
た
汐
留
停
車
場
は
、

新
橋
停
車
場
と

改
称
さ
れ

た
。

新
橋
と
横
浜
と
の

間
に

設
け
ら
れ
た
停
車
場
は
、

品
川
・

川
崎
・

神
奈
川
で

あ
る
。

線
路
は
単
線
で

あ
っ

た
。

開
業
式
は
初
め
九
月
九
日
に

挙

行
と
予
定
さ
れ
た
が
、

当
日
は
雨
天
と
な
っ

た
た
め
、

十
二
日
に

延
期
さ
れ
た
。

新
橋
―
横
浜
の
鉄
道

明
治
五
年
九
月
十
二
日
（
一

八
七
二
年
十
月
十
四
日

）
の

鉄
道
開
業
式
に

あ
た
っ

て
、

諸
官
庁
は
休
暇
と
な
り
、

ま
た
品
川

―
横
浜
の

鉄
道
営
業
は
休
止
さ
れ
た
。

こ

の

日
、

天
皇
は
直
衣
を
着
し
、

午
前
九
時
に

出
門
、

四
頭
立
て
の

馬
車
に

乗
っ

て
、

新
橋
停
車
場
に

着
し
た
。

そ
れ
よ
り
特
別
仕
立
て

の

列
車
に

乗
り
、

午
前
十
時
に

発
車
、

五
十
四
分
に

し

て

横
浜
に

着
く
。

横
浜
停
車
場
に
お
い

て

は
、

午
前
十
一

時
か
ら
開
業

式
が
挙
行
さ
れ
た
。

天
皇
は
内
外
の

諸
員
を
前
に

し

て
、

東
京
横
浜
間
ノ

鉄
道
朕
親
ラ
開
行
ス

自
今
此
便
利

ニ

ヨ

リ
貿
易
愈
繁
昌
庶
民
益
富
盛
ニ

至
ラ
ン

コ

ト
ヲ
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望
ム

と
の

勅
語
を
賜
わ
っ

た
。

つ

い

で

イ
タ
リ
ア

公
使
、

外
国
商
人
頭
取
の

総
代
（
イ
ギ
リ
ス

人
マ

ー

シ

ャ

ル

）
が
祝
詞
を
奏
し
た
後
、

横
浜
在
住
の

商
人
頭
取
の

総
代
と

し
て

原
善
三
郎
が
祝
詞
を

奏
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に

勅
答
が
あ
っ

て
、

式
は
終
わ
り
、

天
皇
は
楼
上
の
一

室
に
て

休
憩
、

こ

う
し
て

再
び
列
車
に

乗
り
、

正
午
に

横
浜
を
発
し
て

新
橋
に

向
か
っ

た
。

新
橋
停
車
場
に
お
い

て

も
、

午
後
一

時
よ
り
同
様
の

開
業
式
が
行
わ
れ
た
。

翌
十
三
日
よ
り
、

い

よ
い

よ
新
橋
―
横
浜
の

間
が
開
通
と
な
る
。

両
駅
の

間
、

十
八
マ

イ
ル

（
二

十
九

㌖
）
を
五
十
三
分
、

一

日
に

九
往
復
の

旅
客
列
車
が
運
転
さ
れ
た
。

鶴
見
駅
も
、

こ

の

日
か

ら
開
か
れ
た
。

新
橋
―
横
浜
の

料
金
は
、

上
等
一

円
十
二
銭
五
厘
、

中
等
七
十
五
銭
、

下
等
三
十
七
銭
五
厘
で

あ
り
、

品
川
―
横
浜
の

間
は
従
来
と
同
額
で

あ
っ

た
。

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
三
月
一

日
よ
り
、

列
車
の

往
復
は
十
回
に

増
加
さ
れ
た
。

一

八
七
四

年
六
月
十
五
日
か
ら
は
、

旅
客
の

賃
金
も
改
正
と
な
り
、

新
橋
―
横
浜
の

間
は
上
等
一

円
、

中

等
六
十
銭
、

下
等
三
十
銭
に

値
下
げ
さ
れ
た
。

ま
た
開
業
後
し
ば
ら
く
、

鉄
道
は
旅
客
の

ほ
か
は
郵
便
物
を
輸
送
す
る
ば
か

り
で

あ
っ

た

が
、

一

八
七
三
年
九
月
十
五
日
か
ら
は
貨
物
の

運
送
も
開
始
し
た
。

す
な
わ
ち
新
橋
・

神
奈
川

・

横
浜
の

三
駅
に
、

荷
物
取
扱
所
を
設
け
、

貨
物
の

集
配
を
扱
う
よ
う
に

な
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

ほ
か
、

横
浜
駅
に

お
い

て

は
、

一

八
七
三
年
八
月
か
ら
雑
品
の

販
売
店
が
開
か
れ
、

蒸気車出発時刻賃金附（三代広重画）　神奈川県立博物館蔵
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一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
八
月
か
ら
は
旅
客
に

座
布
団
を
貸
す
営

業
が
許
さ
れ
て
い

る
。

当
時
の

座
席
は
板
敷
き
で

あ
っ

た
。

鉄
道
の

建
設
は
東
京
―
横
浜
に

つ
づ
き
、

一

八
七
三
（
明
治

六

）
年
十
二
月
に

は
京
都
―
大
阪
の

間
が
起
工

さ
れ
た
。

こ

う

し
て

明
治
七
年
五
月
十
一

日
に
は
大
阪
―
神
戸
の

間
が

開
通

し
、

九
年
九
月
五
日
に

は
京
都
―
大
阪
の

間
も
開
通
す
る
。

京

都
―
大
阪
―
神
戸
間
の

鉄
道
が
正
式
に

開
業
す
る
の

は
、

十
年

二
月
五
日
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

し
か
し

東
京
―
横
浜
か

ら

先

は
、

工
事
が
遅
れ
、

よ
う
や
く
一

八
八
七
（
明
治
二

十
）年
七
月

に
至
っ

て
横
浜
―
国
府
津
の

間
が
開
通
す
る
。

そ
れ
ま
で

東
海

道
を
つ

な
い

だ
乗
物
は
、

短
区
間
の

人
力
車
を
除
け
ば
、

馬
車

で

あ
っ

た
。

馬
車
と
人
力
車

馬
車
も
ま
た
、

汽
車
と
同
じ
よ
う
に
、

開

化
の

文
物
で

あ
っ

た
。

ま
ず
外
国
人
が
持

ち
こ

み
、

開
港
の

直
後
か

ら
乗
り
ま
わ
し
て

い

た

も
の

で

あ

る
。

多
く
は
一

頭
立
て
、

ま
た
は
二
頭
立
て
で
、

個
人
の

所
有

に

属
す
る
、

い

わ
ゆ
る
自
家
用
の

馬
車
で

あ
っ

た
。

乗
り
も
の

第17表　新橋・横浜間運賃（明治5年9月13日から施行）

『日本国有鉄道百年史』から
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と
い

え
ば
駕
籠
し
か

知
ら
ぬ
日
本
人
に
と
っ

て
、

異
人
の

馬
車
は
異
様
な
も
の

と
映
っ

た

に

違
い

な
い
。

横
浜
浮
世
絵
に

も
、

馬
車
に

乗
る
異
人
の

姿
が
、

も
の

珍
し
気
に

描
か
れ

て
い

る
。

今
日
ま
で

地
名
と

し

て

残
っ

た
横
浜
の

馬
車
道
は
、

慶
応
三
年
（
一

八
六
七

）
三
月
に

完
成
し
た
。

横
浜
の

領
事
館
と
江
戸
の

公
使
館
と

を
結
ん

で
、

外
国
人
は
馬
車
を
駆
っ

た
。

公
用
の

場
合
だ
け
で

な
く
、

私
用
の

出
歩
き
に

利
用
す
る
こ

と
も
多
か
っ

た
。

や
が

て

同
年
の

秋
か

ら
は
乗
合
馬
車
も
運
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
。

居
留
地
三
十
七
番
館
に

お

い

て

外
国
人
が
開
業
し
た
も
の

で

あ
り
、

横
浜
―
江
戸
を
走
っ

た
。

こ

れ
よ
り
、

さ
ま
ざ

ま
の

馬
車
会
社
が
出
現
し
た
が
、

い

ず
れ
も
外
国
人
の

経
営
で

あ
っ

た
。

日
本
人
に

よ
る
乗
合
馬
車
の

営
業
は
、

明
治
二

年
（
一

八
六
九
）
五
月
、

横
浜
の

川
名

幸
左
衛
門
ら
八
名
の

出
願
に

よ
り
、

成
駒
屋
と
称
し
て

開
業
し
た
の

が
最
初
で

あ
っ

た
。

横
浜
の

吉
田
橋
ぎ
わ
に

溜
場
を
設
け
、

野
毛
―
戸
部
―
平
沼
―
神
奈
川
台
を
へ

て
、

新
橋

―
日
本
橋
に

達
し
た
。

三
頭
立
て

の

馬
車
に

乗
客
は
六
人
と

し
、

一

人
に

つ

き
金
三
分

（
七
十
五
銭
）
の

料
金
を
と
り
、

片
道
四
時
間
を
要
し
て

東
京
に

着
い

た
と
い

う
。

翌
三

年
三
月
に
は
東
京
横
浜

馬
車
商
社
の

名
が
記
録
に

見
え
る
が
、

成
駒
屋
を
は

じ
め
、

二
、

三
の

業
者
が
合
併
し
て
、

新
し
い

商
社
を
つ

く
っ

た
も
の

で

あ
ろ
う
か
。

こ

の

よ
う
に

開
化
の

交
通
機
関
と

し
て

の

馬
車
は
、

ま
ず
横
浜
―
東
京
の

間
に

走
っ
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た
。

し
か
し
明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
に

な
る
と
、

横
浜
―
品
川
の

間
、

つ

い

で

新
橋
と
の

間
に
、

鉄
道
が
開
通
す
る
。

馬
車
の

客
は
、

た
ち
ま
ち
鉄

道
に

奪
わ
れ
て

し
ま
っ

た
。

こ

れ
か
ら
後
の

馬
車
は
、

鉄
道
の

開
設
さ
れ
て
い

な
い

路
線
の

輸
送
機
関
と
し
て

存
続
し
て

ゆ
く
。

一

八
七
四（
明
治
七

）

年
八
月
よ
り
神
奈
川
―
小
田
原
を
結
ん
で

発
足
し
た
郵
便
馬
車
も
、

ま
さ
し
く
鉄
道
が
開
設
さ
れ
て
い

な
い

路
線
を
結
ん
だ
も
の

で

あ
っ

た
。

新
し
い

乗
物
と
し
て

登
場
し
た
も
の

の

う
ち
、

人
力
車
ば
か

り
は
日
本
人
の

発
明
で

あ
る
。

発
明
者
と
い

わ
れ
る
和
泉
要
助
は
、

横
浜
に
お
い

て

異
人
の

馬
車
に

接
し
た
が
、

馬
の

か
わ
り
に

人
間
に

車
を
ひ
か
せ
る
こ

と
を
思
い

た
ち
、

人
力
車
を
考
案
し
た
。

明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
三
月
、

人

力
車
の

営
業
を
東
京
府
に

提
出
、

許
可
を
得
て

開
業
し
た
が
、

十
一

月
に
は
横
浜
で

も
出
願
し
、

営
業
を
始
め
た
。

人
力
車
の

構
造
は
、

初
め
は
す
こ

ぶ
る
簡
単
、

か
つ

粗
末
な
も
の

で

あ
っ

た
が
駕
籠
に

く
ら
べ

れ
ば
は
る
か
に

速
く
、

料
金
も
安
か
っ

た
た
め
、

も
の

珍
し
さ
も
加
わ
っ

て
、

そ
の

営
業
は
大
い

に

繁
昌
し
た
。

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
正
月
か
ら
は
、

川
崎
―
藤
沢
の

間
に

も
営
業
が
始
め
ら
れ
て

い

る
。

さ
ら
に

明
治
五
年
二

月
に

は
、

人
力
車
を
郵
便
逓
送
に

も
用
い

る
に
至
っ

た
。

馬
車
に

さ
き
だ
っ

て
、

郵
便
に
は
ま
ず
人
力
車
が

用
い

ら

れ
、

東
京
―
大
阪
の

間
に

配
置
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

県
下
で

は
、

東
京
―
小
田
原
の

間
に
、

二

台
が
備
え
ら
れ
た
。

し
か
し
当
時
の

人
力
車
は
、

や

は
り
過
度
の

使
用
に
は
堪
え
ら
れ
な
か
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

破
損
が
多
く
、

脚
夫
が
運
ぶ
の

よ
り
も
遅
く
な
る
。

と
い

う
理
由
の

も
と
に
、

同
年
七

月
に
は
人
力
車
の

使
用
も
廃
止
さ
れ
て

し
ま
っ

た
。

こ

の

間
の

明
治
五
年
（
一

八
七
二

）
五
月
、

神
奈
川
県
は
人
力
車
取
締
規
則
を
設
け
て
、

車
税
を
徴
す
る
と
と
も
に
、

川
崎
―
平
塚
の

間
を
六
区
に

分
け
、

お
の

お
の

組
合
を
つ

く
っ

て

営
業
さ
せ
て
い

る
。

こ

う
し
て

人
力
車
は
、

汽
車
や
馬
車
と

並
び
、

む
し
ろ
短
距
離
を
結
ぶ

簡
便
な
交
通
機
関

と
し
て
、

庶
民
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ

た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

こ

ろ
横
浜
で

発
行
さ
れ
た
新
聞
（『
毎
週
新
聞
』）
に
は
、

人
力
車
の

流
行
を
述
べ

て
、

次
の

よ
う
に

記
し
て
い

る
。

…
…
駕
夫
各
〻

外
国
風
の

小
車
を
造
り
て

当
時
其
数
殆
と
五
万
に

及
び

而
し
て

之
を
牽
く
者
亦
一

人
の

力
を
以
て

し
此
客
車
甚
た
流
行
に

し
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て

東
海
道

江
戸

横
浜
の

間
に

充
満
し

内
外
の

民
争
て

之
に

乗
り

四
方
に

往
来
す
る
な
り

四
　
通
信
網
の

伸
張

電
信
線
の
延
長

電
信
は
東
京
―
横
浜
に
つ

づ
い

て
、

明
治
三
年
八
月
二
十
日
（
一

八
七
〇
年
九
月
十
五
日

）
に
は
大
阪
―
神
戸
の

間
に

開
通
し
た
。

ま
た
同
年
閏
十
月
二

十
日（
十
一

月
十
二
日

）に
は
工
部
省
が
新
設
さ
れ
、

電
信
事
務
は
そ
の

所
管
に

移
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で

実
際

の

事
務
を
処
理
し
て
い

た
の

は
神
奈
川
県
で

あ
っ

た
が
や
が
て

電
信
施
設
と
職
員
と
を
、

工
部
省
に

引
き
渡
す
こ

と
が
命
ぜ
ら
れ
、

明
治
四
年
（
一

八

七
一

）四
月
二

十
日
、

神
奈
川
県
は
「
横
浜
ヨ

リ
東
京
マ

テ
掛
渡
シ

有
之
候
伝
信
機
ノ

儀
、

其
掛
官
員
ト
モ

」
明
細
を
付
し
て
、

工
部
省
へ

引
き
渡
し
た
。

折
り
か
ら
長
崎
に
お
い

て
は
、

デ
ン

マ

ー
ク
の

大
北
電
信
会
社
が
日
本
政
府
の

許
可
を
得
て
、

長
崎
―
上
海
、

長
崎
―
ウ
ラ
ジ
ウ
ォ

ス

ト
ー
ク
に

至
る
海
底
電
信
線
を
建
設
し
て
い

た
。

明
治
四
年
六
月
二

十
六
日
（
一

八
七
一

年
八
月
十
二
日

）
に
は
長
崎
―
上
海
の

線
が
完
成
し
、

通
信
を
開
始
す

る
。

さ
ら
に

明
治
四
年
十
二

月
二

十
一

日
（
一

八
七
二

年
一

月
一

日

）
に
は
ウ
ラ
ジ
ウ
ォ

ス

ト
ー
ク
と
の

間
に

も
、

通
信
が
開
始
さ
れ
る
。

長
崎
を
起

点
と
し
て
、

日
本
か
ら
海
外
へ

電
信
が
通
じ
た
の

で

あ
る
。

こ

う
し
た
状
況
の

も
と
に
、

東
京
―
横
浜
の

線
を
長
崎
ま
で

延
長
す
る
計
画
が
、

政
府

（
工

部
省
）
に
よ
っ

て

進
め
ら
れ
る
こ

と
に

な
る
。

横
浜
か
ら
長
崎
ま
で
、

電
信
線
の

架
設
工
事
が
始
め
ら
れ
た
の

は
、

明
治
四
年
八
月
四
日
（
一

八
七
一

年
八
月
十
八
日

）
の

こ

と
で

あ
っ

た
。

第
一

号
柱
は
、

神
奈
川
鉄
道
橋
（
現
在

青
木
橋
）
前
に

建
て

ら
れ
た
。

そ
こ

か

ら
東
海
道
を
西
に

向
か
っ

て
、

保
土
ヶ

谷
―
戸
塚
―
藤
沢
―
平
塚
へ

と
、

工
事
は
進
め
ら
れ
た
。

お
雇
い

外
国
人
（
神
奈
川
県
下
は
英
人
フ

ォ

ス

ト
ル

）
の

監
督
の

も
と
に
、

路
線
を
測
量
し
、

電
柱
を
建
て
、

電
信
線
を
張
っ

て

ゆ
く
。

路
線
の

保
全
の

た
め
に
、

東
海
道
の

並
木
を
伐
採
す
る
こ

と
も
多
か
っ

た
。
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も
っ

と
も
並
木
を
切
る
一

方
、

街
道
に

沿
っ

た
立
木
を
、

そ
の

ま
ま
電
柱
に

代
用
す
る
こ

と
も
行
わ
れ
た
。

保
土
ヶ

谷
―
戸
塚
の

間
に

お
い

て

は
、

松
の

立
木
や
、

槻
の

立
木
を
利
用
し
て
い

る
。

こ

れ
は
当
時
の

人
び
と
に

と
っ

て

も
珍
妙
な
風
景
と
う
つ

っ

た
よ
う
で
、

錦
絵
に

も
描
か
れ
た
。

平
塚
か
ら
進
め
ば
、

東
海
道
は
小
田
原
を
へ

て

箱
根
を
越
え
る
。

し
か
し
電
信
線
は
、

箱
根
越
え
の

道
を
と
ら
ず
、

矢
倉
沢
街
道
を
選
ん
だ
。

そ

の

理
由
は
明
ら
か
で

な
い

が
、

箱
根
を
越
え
る
工
事
は
困
難
が
多
い

と
判
断
し
た
も
の

で

あ
ろ
う
。

工

事
は
平
塚
か
ら
梅
沢
村
（
現
在

二

宮
町

）
―

塚
原
村
（
現
在

南
足
柄
市

）
を
へ

て
、

矢
倉
沢
に

至
り
、

そ
こ

か
ら
は
足
柄
峠
を
越
え
て
、

静
岡
県
の

竹
之
下
村
（
現
在

御
殿
場
市
内

）
に

達
し
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

こ

ま
で

の

工

事
が

終
わ
っ

た
の

は
、

八
月
九
日
で

あ
る
。

こ

の

よ
う
に

し
て

電
信
が
、

東
京
か
ら
東
海
道
を
へ

て
、

京
都
（
―
大
阪
―
神
戸

）
ま
で

開
通
し
た
の

は
、

明
治
五
年
九
月
七
日
（
一

八
七
二

年
十
月

九
日

）の
こ

と
で

あ
り
、

さ
ら
に

長
崎
ま
で

の

電
信
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
十
月
一

日
に

開
通
を
見
た
。

音
信
料
は
明
治
五
年
四
月
か
ら
距
離

制
と
な
り
、

新
局
が
開
か
れ
る
ご
と
に
、

各
局
相
互
間
の

音
信
料
が
公
布
さ
れ
た
。

基
準
料
金
は
カ
タ
カ
ナ
二

十
字
ま
で

で

あ
り
、

そ
れ
以
上
は
十

字
ご
と
に

半
額
が
加
え
ら
れ
る
。

横
浜
か
ら
主
要
な
各
地
へ

の

音
信
料
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
十
一

月
現
在
、

次
の

と
お

り
で

あ
っ

た
。

―
東
京

　
七
銭

　
―
神
戸

　
二

十
三
銭

―
静
岡

　
九
銭

　
―
岡
山

　
二

十
七
銭

―
名
古
屋

　
十
三
銭

　
―
広
島

　
三
十
一

銭

―
京
都

　
十
九
銭

　
―
福
岡

　
三
十
七
銭

―
大
阪

　
二

十
一

銭

　
―
長
崎

　
四
十
一

銭

こ

れ
に

届
け
賃
を
要
す
る
。

十
町
ま
で

は
無
料
と
さ
れ
た
が
、

そ
れ
以
上
は
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五
町
ご
と
に
二

銭
を
徴
さ
れ
た
。

ま
た
二

里
以
上
の

遠
方
は
、

電
報
も
郵
便
に
よ
っ

て

届
け
ら
れ
た
。

電
信
局
の
増
設

こ

の

当
時
ま
で

神
奈
川
県
下
に
お
け
る
電
信
局
は
、

横
浜
の
一

局
の

み
で

あ
る
。

し
か

も
電
信
線
は
、

絶
え
ず
保
守
に
つ

と
め

ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の

取
締
り
は
、

各
県
の

責
任
と
な
っ

て
い

る
。

当
時
、

馬
入
村
（
現
在

平
塚
市
）
か
ら
足
柄
峠
ま
で

の

線

路
は
、

足
柄
県
に

属
し
て
い

た
。

そ
の

間
、

約
四
十
八

㌖
で

あ
り
、

交
通
上
の

難
所
で

も
あ
る
。

こ

れ
を
保
守
す
る
こ

と
は
、

足
柄
県
に
と
っ

て
、

き
わ
め
て

困
難
な
仕
事
で

あ
っ

た
。

そ
こ

で
工
部
省
は
、

線
路
の

保
守
を
期
す
る
た
め
、

横
浜
と
沼
津
と
の

間
に

電
信
局
を
増
設
す
る
必
要
を
認
め

た
。

こ

う
し
て

選
ば
れ
た
の

が
、

古
く
か

ら
交
通
の

要
地
と
な
っ

て

き
た
小
田
原
で

あ
っ

た
。

足
柄
県
は
工
部
省
の

要
請
に
よ
っ

て
、

小
田
原
の

高

梨
町
に

局
舎
を
買
収
し
、

こ

こ

に

電
信
局
を
新
設
す
る
。

小
田
原
電
信
局
が
開
か
れ
た
の

は
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
六
月
十
日
で

あ
っ

た
。

小
田
原
か
ら
横
浜
、

沼
津
の

両
局
に

達
す
る
音
信
料
（
和
文
）

は
七
銭
、

東
京
そ
の

他
の

局
か

ら
小
田
原
局
へ

の

音
信
料
は
沼
津
局
と
同
様
、

と
定
め
ら
れ
た
。

と
こ

ろ
で

小
田
原
局
が

開
か

れ
た

後
に
お
い

て

も
、

小
田
原
―
矢
倉
沢
―
足
柄
峠
の

電
信
線
は
、

保
守
が
困
難
で

あ
り
、

よ
っ

て

線
路
を
箱
根
越
え
に

変
更
す
る
こ

と
と
し
て
、

一

八
七
五
年
四
月

に
は
新
線
の

架
設
に

着
工
、

六
月
七
日
に
工
事
を
完
成
し
た
。

こ

こ

に

電
信
線
は
東
海
道
を
経
由
す
る
こ

と
に

な
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

横
須
賀
に
は
幕
末
に

建
て

ら
れ
た
製
鉄
所
が
あ
り
、

明
治
に

及
ん
で

新
政
府
に

収
め
ら
れ
て
い

る
。

造
船
所
と
し
て

施
設
が
発
展
す
る
に
つ

れ
、

こ

れ
を
管
轄
す
る
海
軍
省
は
、

電
信
の

必
要
を
痛
感
す
る
に
至
り
、

明
治
八
年
四
月
に

は
太
政
官
に

対
し
て
、

別
途
の

費
用
を
も
っ

て

電
信
を
架
設

し
た
い

こ

と
を
上
申
し
た
。

こ

れ
が
認
め
ら
れ
、

工
部
省
に

下
達
さ
れ
る
。

こ

う
し
て

明
治
八
年
末
、

横
浜
か

ら
横
須
賀
ま
で
、

約
三
十

㌖
の

間

に

電
信
線
が
架
設
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

こ

の

電
信
は
、

海
軍
省
と
横
須
賀
造
船
所
と
の

間
の

通
信
の

た
め
に

設
け
ら
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

し
か
し

横
須
賀
の

電
信
局
に

お
い

て

は
、

公
私
一

般
の

電
報
も
取
り
扱
う
に
至
っ

て
い

る
。

そ
こ

で

工
部
省
は
布
達
を
発
し
、

公
衆
通
信
の

た
め
に
一

八
七

六
年
三
月
二

十
日
を
も
っ

て
、

横
須
賀
電
信
局
を
正
式
に

開
局
し
た
の

で

あ
っ

た
。
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横
須
賀
局
か
ら
横
浜
局
へ

の

音
信
料
（
和
文
）
は
七
銭
、

東
京
そ
の

他
の

局
か

ら
横
須
賀
局
へ

の

音
信
料
は
、

小
田
原
局
と
同
様
で

あ
っ

た
。

な

お

当
時
、

横
浜
―
横
須
賀
の

電
信
線
は
、

海
軍
省
の

所
管
で

あ
っ

た
が
、

同
年
十
月
に

は
修
理
な
ど
の

都
合
に
よ
る
と
い

う
理
由
で
、

こ

れ
も
工
部

省
に

移
管
さ
れ
た
。

こ

う
し
て
一

八
七
七
（
明
治
十

）
年
ま
で

に
、

神
奈
川
県
下
に
は
横
浜
・

小
田
原
・

横
須
賀
の

三
局
が
開
か
れ
る
に
至
る
。

そ
の

ほ
か

東
京
―
横

浜
の

鉄
道
沿
線
に

も
、

汽
車
の

運
転
の

た
め
に

鉄
道
用
の

電
信
線
が
敷
設
さ
れ
、

各
駅
の

間
で

は
鉄
道
用
の

通
信
を
取
り
扱
っ

て
い

た
。

こ

れ
ら
各

駅
の

電
信
施
設
が
一

般
公
衆
の

た
め
に

開
放
さ
れ
る
に
至
っ

た
の

は
、

一

八
七
八
年
十
二

月
五
日
の

こ

と
で

あ
る
。

各
駅
の

電
信
局
は
鉄
道
報
の

ほ

か
、

公
私
一

般
の

電
報
を
受
け
付
け
る
よ
う
に

な
っ

た
が
、

横
浜
と
新
橋
の

両
駅
は
鉄
道
の

乗
客
よ
り
差
し
出
す
電
報
の

み
に

限
ら
れ
た
。

ま
た
一

八
八
五
年
一

月
一

日
に
は
、

横
須
賀
に
つ

い

で

浦
賀
電
信
局
が
開
か
れ
て
い

る
。

外
国
郵
便
の
開
業

わ
が
国
内
の

郵
便
制
度
は
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
に
至
っ

て

ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
が
、

外
国
に

対
し
て

は
、

ま
だ
正
式
に

郵
便
を
交
換
す
る
道
は
開
か
れ
て
い

な
い
。

そ

れ
ば
か

り
か
、

当
時
は
日
本
国
内
に

外
国
の

郵
便
局
が
設
置
さ
れ
て
、

内

外
の

郵
便
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、

郵
便
主
権
が
侵
害
さ
れ
た
ま
ま
の

状
態
で

あ
っ

た
。

す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス

・

フ

ラ
ン

ス
・

ア
メ

リ
カ
三
国
は
、

横

浜
な
ど
開
港
場
の

居
留
地
に

自
国
の

郵
便
局
を
開
き
、

独
自
の

活
動
を
営
ん
で
い

た
の

で

あ
る
。

日
本
人
も
ま
た
、

外
国
へ

郵
便
を
差
し
出
そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

こ

う
し
た
外
国
郵
便
局
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

横
浜
な
ど
の

外

国
郵
便
局
へ

お

も
む
き
、

そ
の

国
の

郵
便
切
手
を
求
め
て
、

こ

れ
を
貼
り
、

投
凾
す
る
わ
け
で

あ
る
。

郵
便
事
業
を
統
轄
し
た
駅
逓
寮
も
、

横
浜
に

お
け
る
外
国
郵
便
局
を
中
継
と
し
て
、

外
国
へ

の

郵
便
差
出
し
、

お
よ
び
受
け
取
り
を
斡
旋
し
た
。

し
か
し
、

こ

れ
は
郵
便
主
権
の

侵
害
を
認
め
た

ま
ま
、

や
む
を
え
ず
と
っ

た
一

時
の

便
法
に

過
ぎ
な
い
。

郵
便
の

国
権
を
回
復
す
る
に

は
、

ま
ず
外
国
と
の

間
に

郵
便
交
換
条
約
を
結
び
、

本
格
的

な
外
国
郵
便
を
開
始
す
る
こ

と
が
、

先
決
で

あ
っ

た
。
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